
災
害
状
況

村山大和支部における労災事故件数は、
職人3件、一人親方1件、事業主1件でした。

４月の労災事故件数４月の労災事故件数

労災事故には保険証が使用できません。未加入者に

声をかけ、労災保険の加入を呼びかけましょう!

●転落・墜落 1件

●飛来・落下 1件

●電動工具…1件

●動作の反動 2件

い
ら
っ
し
ゃ
〜
い

※いずれも支部へ電話で予約してください。

◇社労士相談
◇法人設立相談
◇税務記帳相談

支部まで
お問合せ
下さい｝

白倉 良道

◇弁護士相談
 ６月５日㈮ }午後1時半～
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お困りの事がありましたら
悩む前にまず、東京土建に
ご相談ください。

組合が全て相談にのります!!

熱中症特別教育
支部主催講習

日　時 6月18日㈭
　　　 18：30～
場　所 村山大和支部
受講料 4,000円

　地元で講習
することが出
来る熱中症特別
教育を支部で開催
します。写真・受講料
を添えての申し込みと
なります。詳しくは支
部まで。

▲
飛
躍
を
誓
う
団

　
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

　

建
設
業
の
倒
産
が

過
去
10
年
で
最
多
と

な
っ
て
い
る
。
特
に

小
規
模
事
業
者
の
倒

産
は
深
刻
だ
。
人
件

費
・
建
材
費
の
高
騰
、
工
期

の
遅
延
、
そ
れ
に
加
え
借
入

金
利
な
ど
が
災
い
し
今
後
も

中
小
・
零
細
企
業
の
﹃
息
切

れ
倒
産
﹄
が
増
え
る
可
能
性

が
高
い
。
政
府
は
こ
の
様
な

状
況
に
あ
っ
て
も
大
軍
拡
を

推
し
進
め
防
衛
費
は
9
兆
円

を
超
え
た
。
今
は
防
衛
費
よ

り
も
物
価
高
騰
対
策
を
１
番

に
す
べ
き
だ
。
社
会
保
障
で

も
医
療
保
険
制
度
の
２
大
改

悪
で
高
額
医
療
の
自
己
負
担

の
引
上
げ
を
狙
っ
て
い
る
。

病
気
は
好
き
で
な
る
人
な
ど

い
な
い
、
本
当
に
許
し
が
た

い
。
ま
た
高
市
政
権
は
数
の

力
で
改
憲
も
狙
っ
て
い
る
。

国
民
主
権
で
あ
り
主
権
者
た

る
私
達
一
人
ひ
と
り
の
力

で
、
改
憲
策
動
は
許
さ
な
い

大
き
な
う
ね
り
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
う
。︵
A
・
K
︶

　

４
月
19
日
㈰
、
東
大
和
市

中
央
公
民
館
に
て
第
59
回
支

部
定
期
大
会
が
行
わ
れ
、
来

賓
22
人
、
代
議
員
79
人
、
特

別
代
議
員
13
人
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
全
体
会
、
午
後

は
３
つ
に
分
か
れ
て
の
分
科

会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
分

科
会
報
告
で
は
、
組
織
部
か

ら
脱
退
対
策
と
し
て
、
役
員

が
組
合
の
制
度
を
し
っ
か
り

教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
意
見
や
労
働
対
策

部
で
は
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
の
経
過
だ

け
で
な
く
、
現
在

も
建
物
解
体
工
事

中
に
ば
く
露
が
続

い
て
い
る
現
状
に

つ
き
、
具
体
的
な

対
策
を
国
・
自
治

体
へ
要
求
す
べ
き

だ
と
い
う
次
年
度

方
針
議
案
へ
の
補

強
が
さ
れ
る
な
ど

各
専
門
部
で
活
発

な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
議
事
は
順
調
に

進
み
『
２
０
０
０
名
支
部
復

活
に
向
け
て　

誰
か
で
は
な

く
み
ん
な
で
前
進
を
』
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
確
認
さ
れ
、
最

後
は
原
田
常
任
執
行
委
員
、

大
懸
青
年
部
長
が
壇
上
に
上

が
り
、団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、

次
年
度
へ
向
け
た
意
思
統
一

を
行
い
ま
し
た
。　

　

以
前
か
ら
夏
の
熱
中
症
は
要

注
意
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
近

年
は
35
度
を
超
え
る
猛
暑
が
珍

し
く
な
い
夏
が
続
い
て
い
ま

第59回第59回 支部定期大会開催 支部定期大会開催

２
０
０
０
名
支
部
復
活
に
向
け
て

誰
か
で
は
な
く
み
ん
な
で
前
進
を

　

皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。

こ
の
春
、
練
馬
支
部
か
ら
異

動
し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
、
埼
玉
県
川
越

市
生
ま
れ
の
52
歳
、
書
記
11

年
目
で
す
。
毎
日
元
気
に
埼
玉
県
和
光
市
か
ら
電
車
を

乗
り
継
ぎ
、
玉
川
上
水
駅
か
ら
自
転
車
で
軽
快
に
通
勤

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
趣
味
は
地
図
を
み
る
こ
と
。
そ
し
て
昨
夏
の
﹁
原

水
禁
世
界
大
会
﹂
参
加
で
は
ま
っ
た
﹁
長
崎
﹂
へ
の
ひ
と

り
旅
で
す
。
す
で
に
三
度
の
旅
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

　

前
支
部
で
は
、
専
門
部
で
社
会
保
障
対
策
、
教
育
宣
伝
、

青
年
部
、
組
織
、
事
業
所
対
策
、
平
和
関
係
を
、
実
務

で
は
厚
生
年
金
、
国
保
、
加
入
・
異
動
関
係
を
担
当
し
て

き
ま
し
た
。
村
山
大
和
で
は
今
年
度
は
社
会
保
障
対
策

部
と
厚
生
文
化
部
を
担
当
し
ま
す
。

　

組
合
員
さ
ん
と
ご
家
族
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
精
一
杯

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
村
山
大
和
支
部

で
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
︵
？
︶
な
人
材
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
か

ら
い
ろ
い
ろ
学
ば
せ
て
く
だ
さ
い
。
一
日
も
早
く
慣
れ
、

い
い
意
味
で
﹁
奈
良

ら
し
さ
﹂
を
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
末

永
く
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

一
足
先
に
熱
中
症
対
策
！

ク
ー
ル
フ
ァ
ン
特
価
販
売
の
ご
案
内

す
。
最
悪
命
も
脅
か
さ
れ
る
危

険
性
の
あ
る
熱
中
症
に
い
ま
か

ら
始
め
ら
れ
る
対
策
を
土
建
特

別
価
格
で
ご
案
内
。
詳
し
く
は

支
部
ま
で
。

事務局

奈
な　ら

良 憲
のりまさ

成
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□
執
行
委
員
長
　

　

亀　

澤　

明　

子

□
副
執
行
委
員
長
　

　

荒　

幡　

重　

雄

　

大　

懸　

大　

輔

□
書
記
長
　

　

白　

倉　

良　

道

□
書
記
次
長
　

　

唐　

澤　

孝　

輔　

　

東　
　
　

健　

次

□
常
任
執
行
委
員
　

　

原　

田　

竜　

夫

　

大　

懸　

優　

晴（青
年
部
長
）

□
常
任
執
行
委
員
待
遇
　

　

宮　

澤　

良　

明　

　

尾　

崎　

実
千
代

□
執
行
委
員
　
　
　

　

池
谷　

金
一
（
大
和
東
分
会
）

　

箱
守　
　

淳
（
大
和
東
分
会
）

　

春
日
井　

徹
（
大
和
南
分
会
）

　

井
上　

大
輝
（
大
和
湖
畔
）

　

板
本　
　

岳
（
大
和
湖
畔
）

　

立
花
賢
一
郎
（
大
緑
分
会
）

　

松
本　

利
光
（
大
緑
分
会
）

　

近
藤　

洋
一
（
え
が
し
な
）

　

岡
村　

慎
二
（
野
山
北
分
会
）

　

菊　
　

康
頼
（
和
分
会
）

イ
ラ
ン
情
勢
が
及
ぼ
す

　
　
　

建
設
産
業
へ
の
影
響

三多摩三多摩メーデー開催!

　

日
々
の
ご
奮
闘
お
疲
れ
様
で

す
。
ま
た
組
合
活
動
へ
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度

も
執
行
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
亀
澤
で
す
。

　

現
在
の
状
勢
は
日
々
、
目
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
お
り
ア
メ

リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ

ラ
ン
攻
撃
に
よ
り
、
日
本
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て
お
り

ま
す
。
私
た
ち
建
設
職
人
に
と

っ
て
「
家
作
り
」
の
根
幹
を
揺

る
が
す
事
態
に
な
っ
て
お
り
、

資
材
不
足
そ
れ
に
伴
う
値
上
げ

な
ど
困
難
な
時
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

各
地
で
終
わ
ら
ぬ
紛
争
に
つ

い
て
も
、
対
話
に
よ
る
外
交
が

出
来
な
い
も
の
か
と
、
も
ど
か

し
い
限
り
で
す
。
混
沌
と
し
た

社
会
情
勢
の
中
で
も
私
達
が
勝

ち
取
っ
た
第
三
次
担
い
手
三
法

は
、
こ
れ
か
ら
の
建
設
業
の
明

る
い
未
来
へ
の
可
能
性
を
大
き

く
広
げ
る
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
請
求
要
求

運
動
を
旺
盛
に
展
開
し
て
い

き
、
仕
事
と
暮
ら
し
、
命
を
守

る
運
動
を
前
進
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

執
行
委
員
長

　
亀

　
澤

　
明

　
子

第第
5959
回
支
部
定
期
大
会
で
選
出
さ
れ
た

回
支
部
定
期
大
会
で
選
出
さ
れ
た

役

員

一

覧

役

員

一

覧
（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

定
期
大
会
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
来
賓
の
皆
様
（
敬
称
略
）

東
京
土
建
本
部	

小
坂　
　

剛

	

山
内　

高
広

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合	

松
尾
慎
一
郎

東
京
土
建
多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク	

谷
口　

庄
一
（
小
平
東
村
山
支
部
）

	

小
田
澤
陽
一
（
清
瀬
久
留
米
支
部
）

	

山
田　
　

誠
（
西
東
京
支
部
）

衆
議
院
議
員	

島
崎　

正
也

（
自
由
民
主
党　

木
原
誠
二
事
務
所
秘
書
）

都
議
会
議
員	

尾
崎
あ
や
子
（
日
本
共
産
党
）

	

高
田　

清
久
（
公
明
党
）

市
議
会
議
員
（
東
大
和
市
）	

尾
崎　

利
一
（
共
に
つ
く
る
東
大
和
）

	

床
鍋　

義
博
（
や
ま
と
み
ど
り
）

	

高
峰　
　

章
（
日
本
維
新
の
会
）

	

上
林
真
佐
恵
（
日
本
共
産
党
）

	

木
戸
岡
秀
彦
（
公
明
党
）

市
議
会
議
員
（
武
蔵
村
山
市
）	

内
野
な
お
き
（
日
本
共
産
党
）

	

田
村
み
つ
子
（
日
本
共
産
党
）

	

藤
枝　

な
な
（
日
本
共
産
党
）

	

石
黒　

照
久
（
公
明
党
）

地
域
団
体	

西
川　

洋
一
（
原
水
爆
禁
止
東
大
和
協
議
会
）

	

久
保
田
麻
倭
子
（
東
大
和
民
主
商
工
会
）

　

根
本
浩
一
郎
（
和
分
会
）

　

藤
原　

幹
夫

（
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
会
長
）

　

吉
田　

重
男
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長
）

　

蓮
見　

充
亮

（
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
副
会
長
）

□
執
行
委
員
待
遇

・
支
部
女
性
の
会
事
務
局
長

　

酒
井　

早
弓
（
え
が
し
な
）

・
支
部
青
年
部
書
記
長

　

日
野　

優
華
（
え
が
し
な
）

□
会
計
監
査

　

杉
本　

夏
穂
（
大
和
湖
畔
）

　

比
留
間
信
広
（
野
山
北
）

　

２
月
28
日
よ
り
始
ま
っ
た
米

国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
へ

の
攻
撃
は
混
迷
を
極
め
て
い
ま

す
。
国
は
備
蓄
石
油
の
放
出
を

す
る
も
、
そ
の
備
蓄
量
は
８
か

月
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ラ
ン
の
和
平

協
議
も
決
裂
が
続
き
、
先
の
見

え
な
い
状
況
で
す
。そ
ん
な
中
、

原
油
不
足
か
ら
『
ナ
フ
サ
』
を

原
料
と
す
る
生
活
必
需
品
が
供

給
不
足
と
な
り
、
そ
の
影
響
は

建
設
業
に
も
及
び
始
め
ま
し

た
。

　

シ
ン
ナ
ー
溶
剤
、
塩
ビ
加
工

品
な
ど
資
材
不
足
は
多
く
の
品

目
に
及
び
ま
す
。

　

材
料
支
給
の
現
場
で
は
ま
だ

影
響
は
少
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
支
部
に
は
「
材

料
が
手
に
入
ら
な
い
」「
今
あ

る
在
庫
を
使
い
切
っ
た
ら
仕
事

が
出
来
な
く
な
る
」
な
ど
と
い

っ
た
仲
間
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　自

治
体
に
緊
急
要
請
の

準
備
段
階

　

東
京
土
建
本
部
は
経
産
省
・

中
小
企
業
庁
へ
の
緊
急
要
請
行

動
を
実
施
。
村
山
大
和
支
部
で

も
東
大
和
市
・
武
蔵
村
山
市
へ

の
自
治
体
要
請
を
準
備
中
で

す
。
仲
間
た
ち
の
置
か
れ
て
い

る
窮
き
ゅ
う
じ
ょ
う

状
を
自
治
体
へ
正
確
に
伝

え
る
た
め
、
情
報
提
供
を
求
め

ま
す
。
お
困
り
の
方
は
支
部
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

５
月
１
日
㈮
労
働
者
の
祭
典
で
あ
る

メ
ー
デ
ー
が
井
の
頭
公
園
競
技
場
で
行

わ
れ
、
村
山
大
和
支
部
か
ら
は
47
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
毎
年
労
働
者
の
権
利

向
上
を
訴
え
る
本
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
東

京
土
建
も
主
催
者
と
し
て
参
加
。
13
時

30
分
か
ら
始
ま
っ
た
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
は
、各
団
体
が
直
近
の
中
東
情
勢（
上

記
）
に
つ
い
て
触
れ
平
和
を
訴
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、
長
引
く
戦
争
に
よ
り
、
建
設

業
界
で
は
仲
間
が
困
っ
て
い
る
現
状
を

訴
え
、
平
和
で
あ
る
か
ら
仕
事
が
で
き

る
と
訴
え
る
主
催
者
挨
拶
に
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
デ
コ
を
製
作

　

２
年
連
続
で
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
だ
し

も
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
て
い
る
村
山
大
和
支
部
。
今
年
は
前

段
の
中
東
情
勢
に
鑑
み
、
ア
メ
リ
カ
の

外
交
姿
勢
に
一
石
を
投
じ
る
べ
く
、
自

由
の
女
神
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
コ
を

製
作
（
＝
写
真
）。
本
当
の
「
自
由
」

と
は
何
か
を
訴
え
か
け
る
デ
コ
は
、
参

加
者
・
沿
道
の
観
衆
た
ち
か
ら
多
く
の

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

■
メ
ー
デ
ー
と
は

　

メ
ー
デ
ー
と
は
、
毎
年
５
月
１
日

に
行
わ
れ
る
労
働
者
の
祭
典
で
、
労

働
条
件
の
改
善
や
権
利
の
確
立
を
求

め
て
世
界
各
地
で
集
会
や
デ
モ
が
行

わ
れ
ま
す
。
起
源
は
19
世
紀
の
ア
メ

リ
カ
の
労
働
運
動
で
、
特
に
８
時
間

労
働
制
を
求
め
た
運
動
に
由
来
し
ま

す
。
現
在
で
は
多
く
の
国
で
労
働
者

の
団
結
や
社
会
的
な
課
題
を
訴
え
る

日
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■


